
（別紙３）

～ 令和　8年　1月　31日

（対象者数） 36 （回答者数） 19

～ 令和　8年　1月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・年間の活動計画や長期休み中の計画について、計画的に話

し合い、設定する。（継続）

・子どもの状態やニーズに応じたサービスの提供が出来るよ

うに話し合う。

・地域連携、交流の機会を設ける。

2

・ケース会議、個別支援会議は継続しておこなう。

・必要に応じて心理士や作業療法士を含めたケース会議を行

う。

3
・事故や怪我に留意しながら、子どもが楽しんで行えるよう

な体験活動を進めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・事業所内相談の回数を増やすなどし、保護者のニーズに応

えらえるように取り組みを進めていく。

・支援内容や契約に関する説明等を丁寧に行っていく。

・年度途中でLINEでのオープンチャットを開設。情報発信

こまめに行い、学習会への参加を募っていく。

2

・地域資源を活かし、子ども同士が交流できる機会を設けら

れるように同法人内の児童クラブとの連携をし、交流活動を

設定していく。

・引き続き、児童クラブの職員間連携を図る

3
・長期的な施設内外の設備計画。

・車の行き来がある為、事故防止のための安全対策。

・保護者学習会、個別面談等（主に兄弟児に対する支援）に

対する取り組みが少なかったこと。

・定期的な個別面談の開催は実施されたが、個別への取り組

みとしては弱かった。

・勉強会の連絡や周知が足りていなかった。

地域や児童クラブとの連携が少なかったこと。
・今年度は児童クラブとの職員間連携はあったが、子どもた

ち同士の交流の機会を設けることができなかった。

施設の狭さ、体を動かすスペースが少ない。

・園外活動に出かけたり、運動遊具を設定したりして、工

夫、改善を図っている。天候や子どもの状況に左右されやす

く、屋内の狭さを感じやすい日もある。

・子どもの課題を意識したアプローチを行っている。保護者

から一定の信頼を得ながら、支援を行うことができている。

・月に一度、ケース検討会議、個別支援会議を行い、職員間

で子どもの課題について共通理解を図っている。

・積極的に園外活動や体験活動を行うことができた。
・職員間で話し合い、場所の選定や、活動の内容を計画し、

実施している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・職員間で協議し、活動内容の充実を図っている。

・月に一度、活動内容の話し合いの時間を設け、子どもの

ニーズや課題に応じた活動の内容を決めている。

・余暇活動で提供する遊具や玩具の選定も、工夫できてい

る。

○事業所名 第２放課後等デイサービス　みふね

○保護者評価実施期間
令和　８年　1月　19日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和　８年　1月　19日

事業所における自己評価総括表公表


